
1

発行・編集責任者／取手市議会議長 齋藤久代

発行／取手市議会 編集／取手市議会事務局

〒302-8585 取手市寺田5139／電話0297-74-2141（内1801）

取手市議会だより中学生版
２０２１（令和３）年３月１日発行

＜紙面から＞

今年で第５回目となる取手二中３年生と取手市議会合同による「議会を知り・未来を

語る」議会を令和２年１１月２７日及び１２月１８日に開催しました。

２７日は、１９人の市議と４人の議会事務局職員が取手二中３年生各クラスとタブレ

ットを用いてオンラインでつながり、議会に関する説明や生徒との対話を行いまし

た。

また、１８日には、３年生代表の６つの会派１２人が議場に生徒議員として集まり、

６つの議案のうち５つが可決し、取手市議会議長に手渡されました。

可決した５つの夢ある提案は、今後、取手市議会の中で調査研究していきます。

議長は誰が選出されたのか？そして、どんな提案があったのか？見てみましょう…。

令
和
２
年

月

日
、
生
徒
議
案
完
成
に
先
立
ち
、
議
会
の
仕
組
み
や

１１

２７

取
手
市
議
会
の
取
り
組
み
な
ど
を
結
城
副
議
長
が
講
話
。
総
合
的
学
習
の

一
環
と
し
て
、
取
手
市
議
会
議
員

人
と
議
会
事
務
局
職
員
４
人
が
取
手

１９

二
中
３
年
生
各
ク
ラ
ス
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
り
対
話
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
各
教
室
と
市
議
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
で
つ
な
が
り
、「
な
ぜ
市
議
会
議
員
や
市
職
員
を
目
指
し
た
の
か
？
」

「
市
議
会
議
員
や
市
職
員
に
な
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
瞬
間
は
？
」
な
ど
を

話
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ク
ラ
ス
内
は

程
度
の
会
派
を
結
成
し
、
住
み
よ
い
取
手
市

１０

を
つ
く
る
た
め
の
提
案
に
関
す
る
議
案
を
ま
と
め
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

生
徒
、
市
議
、
市
職
員
と
実
施
。
生
徒
の
発
表
後
、
投
票
に
よ
っ
て
各
ク
ラ

ス
代
表
会
派
を
選
出
し
ま
し
た
。

議
長
を
選
挙
す
る
ま
で
の
間
、
出
席
議
員
中
の
最
年
長
者
が
「
臨
時
議
長
」

を
務
め
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
も
誕
生
日
の
早
い
最
年
長
議
員
は
平
野
一
星
君
。
吉
田
議
会
事
務
局

長
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
議
場
全
体
を
見
渡
せ
る
１
段
高
い
議
長
席
に
平
野

一
星
君
が
着
席
。
平
野
臨
時
議
長
の
下
、
議
長
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

い
っ
せ
い

↑
緊
張
の
中
、
議
長
席
に
着
く
平
野
君
。

開
会
直
後
に
議
長
を
選
出
し
ま
す
。
今
回
は
２
人
の
生
徒
が
所
信
表
明
。

最
初
に
、
い
小
林

翼
君
か
ら
「
取
手
市
は
ま
だ
発
展
途
上
。
１
０
０
倍
に

も
成
長
で
き
る
。
強
く
愛
さ
れ
る
町
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」

続
い
て
、
浦
野
玲
菜
さ
ん
「
議
論
の
内
容
を
的
確
に
ま
と
め
、
市
の
明
る

れ

な

い
未
来
に
つ
な
が
る
議
会
に
し
た
い
。
市
の
魅
力
を
さ
ら
に
輝
く
者
に
す

る
た
め
の
場
を
作
り
、
有
意
義
な
時
間
に
な
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
た
い
。」

と
所
信
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

↑
写
真
は
上
か
ら
小
林
君
、
浦
野
さ
ん
。

投
票
の
結
果
…

浦
野
玲
菜
さ
ん

９
票

小
林

翼

君

３
票

浦
野
さ
ん
が
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
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↑
議
長
選
挙
の
様
子

↑
会
派
代
表
者
が
開
票
の
立
ち
会
い

今
回
の
議
場
で
の
提
案
の
前
に
、
ま
ず
、
３
年
生
全
員
が
各
ク
ラ
ス
で

程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
ク

１０ラ
ス
生
徒
、
担
任
の
先
生
に
よ
る
投
票
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ

か
ら
各
２
名
が
学
年
代
表
と
し
て
議
場
で
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

取
手
市
議
会
で
は
、
理
念
や
政
策
を
同
じ
く
す
る
「
会
派
」
が
結
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
と
同
様
に
考
え
、
各
グ
ル
ー
プ
に
会
派
名
と
会
派
代
表
者

を
あ
ら
か
じ
め
決
定
し
ま
し
た
。

ル

ン

党

・
会
派
代
表
…
山
田
茉
央

や

ま
だ

ま

お

・
会
派
所
属
生
徒
議
員
…
工
藤
夕
波

く

ど
う

ゆ

な

・
担
当
議
員
…
久
保
田
・
赤
羽
・
海
東

あ

か
ば

・
提
出
議
案
…
議
員
提
出
議
案
第
１
号
と
し
て
「
子
ど
も
出
生
世
帯
に
最
大

３
０
万
円
の
補
助
金
支
給
。
」
を
提
案
。
採
決
の
結
果
、
残
念
な
が
ら
賛
成

少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

↑
ル
ン
党

本

気

党

・
会
派
代
表
…
小
林

翼

こ
ば
や
し

つ
ば
さ

・
会
派
所
属
生
徒
議
員
…
新
海

碧

し
ん
か
い

あ
お

・
担
当
議
員
…
遠
山
・
小
堤
・
落
合

・
提
出
議
案
…
議
員
提
出
議
案
第
２
号
と
し
て
「
市
民
が
誇
り
に
思
え
る
持

続
可
能
な
街
に
す
る
た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
取
り
組
み
条
例
の
制
定
。」
を

提
案
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

↑
本
気
党

↑
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
作
成
し
て
提
案

ダ

ス

党

・
会
派
代
表
…
浦
野
玲
菜

う

ら
の

れ

な

・
会
派
所
属
生
徒
議
員
…
中
島
芭
夏

な
か
じ
ま

は

な

・
担
当
議
員
…
鈴
木
・
岩
澤
・
山
野
井

・
提
出
議
案
…
議
員
提
出
議
案
第
３
号
と
し
て
「
市
内
の
ネ
ッ
ト
式
ゴ
ミ
集

積
所
を
網
目
の
箱
型
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
変
更
し
、
景
観
悪
化
の
改
善
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
を
防
止
し
て
い
く
。
」
を
提
案
。
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

↑
ダ
ス
党

サ
ン
キ
ュ
ー
は
日
本
語
で
あ
り
が
党

・
会
派
代
表
…
土
谷
佑
樹

つ
ち

や
ゆ
う

き

・
会
派
所
属
生
徒
議
員
…
平
野
一
星

ひ
ら

の
い
っ
せ
い

・
担
当
議
員
…
須
田
・
根
岸
・
関
川
・
佐
藤

・
提
出
議
案
…
議
員
提
出
議
案
第
４
号
と
し
て
「
市
の
魅
力
を
ま
と
め
た
Ｐ

Ｒ
動
画
を
作
り
直
し
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
に
投
稿
。
定
住
や
商
工
業
発
展
に
つ
な
げ
る
。」
を
提
案
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

↑
サ
ン
キ
ュ
ー
は
日
本
語
で
あ
り
が
党

共

生

党

・
会
派
代
表
…
山
田
え
り

や

ま
だ

・
会
派
所
属
生
徒
議
員
…
一
宮
萌
香

い
ち
み
や
も

え
か

・
担
当
議
員
…
細
谷
・
石
井
・
染
谷
・
入
江

そ

め
や

・
提
出
議
案
…
議
員
提
出
議
案
第
５
号
と
し
て
「
デ
ジ
タ
ル
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
解
消
と
と
も
に
、
認

知
症
予
防
に
も
つ
な
げ
る
」
を
提
案
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

↑
共
生
党

Ｔ

Ｏ

Ｍ

Ａ

党

・
会
派
代
表
…
宮
田
大
輝

み

や
た
ひ

ろ
き

・
会
派
所
属
生
徒
議
員
…
菊
池
莉
央

き

く
ち

り

お

・
担
当
議
員
…
結
城
副
議
長
・
齋
藤
議
長
・
議
会
事
務
局
職
員

・
提
出
議
案
…
議
員
提
出
議
案
第
６
号
と
し
て
「
市
内
小
中
高
等
学
校
、
消

防
署
、
警
察
署
、
市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設
に
ヘ
チ
マ
の
苗
を
配
付
し
て
育

て
る
。
収
穫
し
た
ヘ
チ
マ
を
化
粧
水
な
ど
に
製
品
化
し
、
収
入
を
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
Ｆ
に
寄
付
」
を
提
案
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

↑
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
党

各
会
派
か
ら
の
提
案
説
明
後
、
生
徒
議
員
同
士
、
ま
た
市
議
会
議
員
と
生

徒
議
員
と
の
間
で
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
で
も
最
も
ア
ツ
イ
議
論
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

事
前
に
ど
ん
な
質
疑
が
あ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
議
案
を
提
案
し
た

生
徒
議
員
は
、
自
ら
の
案
に
ど
ん
な
質
疑
が
あ
る
か
事
前
想
定
は
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
上
回
る
討
議
に
、
答
弁
す
る
生
徒
議
員
は
、
周
り
に
い

る
同
じ
会
派
議
員
と
知
恵
を
出
し
合
い
ま
す
。

↑
議
員
の
質
疑
に
答
え
る
生
徒
議
員
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討
議
後
、
会
議
を
一
時
休
憩
し
、

日
に
各
教
室
で
授
業
を
行
っ
た
担

２７

当
議
員
や
事
務
局
職
員
が
、
生
徒
議
員
の
元
へ
…
。
こ
の
後
行
う
各
議
案
へ

の
賛
否
を
表
明
す
る
前
に
、
最
後
の
対
話
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
議
員
か
ら
の
提
案
説
明
後
、
浦
野
生
徒
議
長
の
下
、
採
決
を
実
施
。

一
つ
一
つ
の
議
案
に
生
徒
議
員
が
真
剣
に
賛
否
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

採
決
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
表
決
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
行
わ
れ
、
議
場
に
居
る

中
学
生
市
議
だ
け
で
な
く
、
各
教
室
か
ら
も
ク
ラ
ス
ご
と
に
表
決
に
参
加

し
ま
し
た
。
否
決
の
議
案
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
議
会
！
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
瞬
間
で
し
た
。

↑
表
決
の
様
子
。
賛
否
が
拮
抗
し
た
議
案
ば
か
り
で
し
た
。

き
っ
こ
う

可
決
し
た
５
件
の
議
員
提
出
議
案
は
、
浦
野
生
徒
議
長
か
ら
齋
藤
取
手

市
議
会
議
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
今
後
、
取
手
市
議
会
の
中
で
調
査
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

齋
藤
久
代
議
長
は
生
徒
議
員
に
対
し
「
浦
野
議
長
の
見
事
な
進
行
と
、
取

手
市
議
会
顔
負
け
の
真
剣
で
活
発
な
、
素
晴
ら
し
い
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
、
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
授
業
の
た
め
、
蛯
原
校
長

先
生
は
じ
め
先
生
方
に
は
、
機
材
準
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を
い
た
だ

い
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

閉
会
宣
告
後
、「
生
徒
一
同
起
立
」
の
号
令
の
下
、
浦
野
生
徒
議
長
は
議

長
席
を
降
り
、
生
徒
議
員
の
中
心
へ
。
議
場
内
の
全
員
が
起
立
し
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
の
浦
野
生
徒
議
長
の
あ
い
さ
つ
に
、「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
の
声
と
拍
手
が
響
き
渡
る
と
と
も
に
、
ホ
ッ
と
し
た
表
情

と
満
面
の
笑
み
で
議
場
内
が
包
ま
れ
ま
し
た
。
各
教
室
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
ラ
イ
ブ
配
信
映
像
を
視
聴
し
、
学
年
全
体
で
の
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

取手二中３年生＆取手市議会合同企画「議会を知り・未来を語る」の議決結果

「○」は賛成、「×」は反対を表します。

議長には「表決権」がないため表決には加わりません。その理由は、可否同数となったとき、可決・否決を裁くための「裁決権」を持っているからです。

整理番号 議案名称 議決結果

賛否数
議員名及び賛否の別

ルン党 本気党 ダス党 あ り が 党 共生党 TOMA党 取手二中（教室）

賛

成

反

対

山

田

茉

央

工

藤

夕

波

小

林

翼

新

海

碧

浦

野

玲

菜

中

島

芭

夏

土

谷

佑

樹

平

野

一

星

山

田

え

り

一

宮

萌

香

宮

田

大

輝

菊

池

莉

央

三

年

一

組

三

年

二

組

三

年

三

組

三

年

四

組

三

年

五

組

三

年

六

組

議 員 提 出 議 案

第 １ 号
ルン党

提出議案
否 決 4 13 ○ ○ × ×

議長

× × × × × × × ○ ○ × × × ×

議 員 提 出 議 案

第 ２ 号
本気党

提出議案
原案可決 15 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議 員 提 出 議 案

第 ３ 号
ダス党

提出議案
原案可決 14 3 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 員 提 出 議 案

第 ４ 号
ありが党

提出議案
原案可決 9 8 ○ × ○ × × ○ ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ × ×

議 員 提 出 議 案

第 ５ 号
共生党

提出議案
原案可決 12 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × ○ ×

議 員 提 出 議 案

第 ６ 号
TOMA党
提出議案

原案可決 12 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○
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【
中
学
生
議
員
コ
メ
ン
ト
】

山
田
茉
央
さ
ん
…
私
は
実
際
に
市
議
会
に
出
て
、
普
段
ど
の
よ
う
に
物
事

ま

お

を
決
め
て
い
る
の
か
、
市
議
会
議
員
が
ど
れ
だ
け
大
変
な
の
か
な
ど
、
多
く

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
緊
張
し
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
自
分

の
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
よ
か
っ
た
で
す
。

工
藤
夕
波
さ
ん
…
私
は
、
中
学
生
議
員
と
し
て
市
議
会
に
参
加
し
、
自
分
の

ゆ

な

考
え
を
た
く
さ
ん
の
人
の
前
で
発
表
し
て
、
質
問
や
そ
の
回
答
を
す
ぐ
に

考
え
る
と
い
う
体
験
で
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
と
て
も
よ
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

小
林

翼
君
…
市
議
会
に
参
加
し
、
提
言
を
発
表
す
る
過
程
に
お
い
て
、
私

は
「
と
り
で
」
の
街
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
こ
の

経
験
を
活
か
し
て
、
多
角
的
な
目
線
か
ら
「
と
り
で
」
と
い
う
街
を
見
つ
め

て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
改
め
て
、
こ
の
議
会
の
開
催
に
尽
力
し
て
い

た
だ
い
た
皆
様
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
海

碧
君
…
今
回
、
生
徒
議
員
と
し
て
議
会
に
出
席
し
て
、
私
は
人
生
で

あ
お

数
少
な
い
希
少
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
際
に
議
会
に
参

加
し
て
自
分
た
ち
の
提
言
を
発
表
し
て
い
る
と
き
、
緊
張
と
と
も
に
議
会

の
大
切
さ
や
責
任
の
重
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

浦
野
玲
菜
さ
ん
…
私
は
、
こ
の
議
会
を
通
し
て
、
取
手
市
の
課
題
を
提
言
す

れ

な

る
と
と
も
に
新
た
な
取
手
市
の
魅
力
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
貴
重

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
自
身
で
取

手
市
を
よ
り
良
い
街
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

中
島
芭
夏
さ
ん
…
市
議
会
を
通
し
て
、
取
手
市
に
つ
い
て
考
え
た
り
近
所

な
か
じ
ま

は

な

の
様
子
を
見
た
り
す
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
人
前
で
自
分
の
意
見

を
言
う
の
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
前
向
き
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

土
谷
佑
樹
君
…
僕
は
中
学
生
で
議
会
に
行
く
と
い
う
と
て
も
貴
重
な
体
験

が
で
き
た
。
こ
の
体
験
で
自
分
が
住
ん
で
い
る
「
取
手
」
と
い
う
町
の
魅
力

だ
け
で
な
く
課
題
も
知
れ
た
。
思
い
立
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
に
行
動
に
移
せ

る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
。

平
野
一
星
君
…
臨
時
議
長
を
や
る
と
き
、
最
初
は
う
ま
く
で
き
る
か
不
安

い
っ
せ
い

だ
っ
た
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
と
緊
張
が
解
け
て
、
間
違
え
る
こ
と
な
く
議
会
を

進
行
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
と
て
も
よ
い
経
験
に
な
り
、
ま
た
議
長

を
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

山
田
え
り
さ
ん
…
取
手
市
の
課
題
を
見
つ
け
、
そ
の
解
決
策
を
調
べ
て
考

え
て
い
く
学
習
は
、
自
分
に
と
っ
て
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

一
人
の
議
員
の
意
見
で
市
の
政
治
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
発
言

の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

一
宮
萌
香
さ
ん
…
私
は
、
今
回
の
議
会
で
取
手
市
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の

い
ち
み
や
も
え
か

こ
と
を
学
ん
だ
り
、
発
表
で
き
た
こ
と
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
、
市
議
会
議
員
の
方
々
と
も
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
社
会

で
生
活
し
て
い
く
上
で
貴
重
な
体
験
だ
と
思
い
ま
し
た
。

宮
田
大
輝
君
…
こ
の
度
の
経
験
を
通
し
て
よ
り
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た

ひ
ろ
き

と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分
の
考
え
を
発
表
す
る
こ
と
に
今
ま
で
よ
り
ず
っ

と
慣
れ
た
か
ら
だ
。
今
回
培
っ
た
こ
と
は
将
来
必
要
な
も
の
な
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
積
極
的
に
発
表
し
て
い
き
た
い
。

菊
池
莉
央
さ
ん
…
私
は
、
今
回
の
取
手
市
議
会
で
の
提
言
を
通
し
て
、
自
分

り

お

た
ち
で
調
べ
て
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
考

え
た
取
手
市
の
課
題
を
議
会
で
提
言
す
る
の
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、

学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
、
よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

【
先
生
コ
メ
ン
ト
】

蛯
原
浩
一
校
長
…
生
徒
た
ち
が
、
未
来
の
取
手
を
本
当
に
一
生
懸
命
考
え

て
い
る
こ
と
に
一
番
感
激
し
た
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
の
頑
張
り
を
見
て
、
私

た
ち
大
人
も
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

中
学
生
時
代
か
ら
こ
う
い
う
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
将
来
、
選
挙
に
行

っ
た
り
、
実
際
に
議
会
に
入
っ
た
り
、
活
動
し
た
り
す
る
生
徒
も
出
る
と
考

え
る
。
貴
重
な
体
験
の
機
会
に
感
謝
し
ま
す
。

新
宮

操
先
生
…
市
の
未
来
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
で
、
社
会
科
の
究
極

し
ん
ぐ
う

の
目
標
で
あ
る
「
公
民
と
し
て
の
資
質
を
高
め
る
」
一
助
と
な
り
ま
し
た
。

市
議
会
議
場
で
の
模
擬
議
会
と
い
う
場
と
機
会
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

市
議
会
及
び
議
会
事
務
局
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

井
上
優
太
先
生
…
今
回
の
取
手
市
議
会
と
の
授
業
は
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
と
う
ま
く
紐
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
が
実
際
に
住
ん
で
い
る

場
所
の
課
題
を
探
し
、
解
決
の
た
め
の
方
策
を
模
索
す
る
と
い
う
探
究
的

な
活
動
は
「
生
き
る
力
」
の
育
成
に
役
立
っ
た
。

坂
本

龍
先
生
…
各
ク
ラ
ス
生
徒
た
ち
か
ら
の
熱
意
の
こ
も
っ
た
提
言
発

表
、
鋭
い
質
問
が
飛
び
交
う
質
疑
応
答
な
ど
、
生
徒
た
ち
の
成
長
を
感
じ
た

時
間
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

久
保
田
悠
子
先
生
…
議
会
へ
の
提
案
を
考
え
る
活
動
を
通
し
て
、
市
政
や

自
分
た
ち
の
生
活
に
つ
い
て
見
直
す
機
会
と
な
っ
た
。
中
学
生
な
ら
で
は

の
視
点
で
活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
実
効
性
を
検
討
す
る
中
で
こ
れ

ま
で
及
ば
な
か
っ
た
広
い
視
野
に
立
っ
て
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

仲
山

徹
先
生
…
初
め
て
市
議
会
を
詳
し
く
見
た
。
教
室
で
モ
ニ
タ
ー
越

し
で
は
あ
っ
た
も
の
の
臨
場
感
が
味
わ
え
て
と
て
も
楽
し
い
経
験
に
な
っ

た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
投
票
も
あ
り
、
新
し
い
時
代
の
議
会
を
感
じ
ら
れ
た
。

小
松
由
枝
先
生
…
９
月
か
ら
準
備
を
始
め
、
一
人
一
人
提
案
を
発
表
し
た

上
で
ク
ラ
ス
ご
と
に
一
つ
の
提
言
を
ま
と
め
た
。
例
年
よ
り
も
じ
っ
く
り

時
間
を
か
け
て
調
査
す
る
こ
と
で
、
よ
り
具
体
的
な
提
言
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
貴
重
な
機
会
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
で
き
て
、
生
徒
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
経
験
と
な
っ
た
。

飯
塚
良
晴
先
生
…
今
年
で
５
回
目
に
な
る
中
学
生
模
擬
議
会
「
議
会
を
知

り
・
未
来
を
語
る
」
の
事
前
協
議
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
行

っ
た
。
初
め
は
緊
張
し
て
い
た
が
、
双
方
向
の
や
り
と
り
で
と
て
も
興
味
深

く
対
話
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

桝
見

円
先
生
…
中
学
３
年
は
、
３
年
後
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
る
世
代

で
あ
る
。
今
回
の
模
擬
議
会
は
、
一
国
民
と
し
て
自
分
た
ち
の
住
む
街
に
つ

い
て
真
剣
に
考
え
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
今
後
の
人
生
に
と
っ
て
大
変

有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。

上
桝
直
子
先
生
…
模
擬
議
会
の
準
備
を
通
し
て
、
中
学
生
も
取
手
市
に
い

ろ
い
ろ
と
要
望
が
あ
る
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
私
は
毎
日
自
分
の
仕
事

で
精
一
杯
で
市
へ
の
関
心
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
を
機

に
取
手
市
議
会
の
話
し
合
い
に
興
味
を
持
と
う
と
思
い
ま
す
。

【
市
議
会
議
員
コ
メ
ン
ト
】

齋
藤
久
代
議
長
…
６
つ
の
ど
の
党
も
し
っ
か
り
と
し
た
問
題
意
識
が
あ
っ

て
の
提
案
で
し
た
。
活
発
な
質
疑
に
よ
っ
て
さ
ら
に
内
容
を
深
掘
り
さ
れ
、

答
弁
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
感
動
し
ま
し
た
。

結
城

繁
副
議
長
…
取
手
の
未
来
は
明
る
い
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
活
発
な
意
見
交
換
、
調
査
を
し
て
課
題
を
見
つ
け
、
解
決
案
も
考
え
て

い
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。
５
回
継
続
し
た
効
果
が
出
て
ま
す
。

須
田
光
雄
…
生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
の
意
識
が
高
く
本
当
に
自
分
の
市
の
こ

と
を
考
え
て
の
提
案
な
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
将
来
が
と
て
も
楽
し

み
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

海
東
一
弘
…
大
変
優
秀
な
中
学
生
市
議
会
議
員
の
皆
様
を
、
本
事
業
が
出

来
ま
し
た
こ
と
は
と
て
も
有
意
義
で
あ
り
、
勉
強
に
な
っ
た
と
そ
の
一
言

に
尽
き
ま
す
。
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

根
岸
裕
美
子
…
素
晴
ら
し
い
体
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
意
見
の
違
い
を

認
め
合
い
な
が
ら
、
落
と
し
ど
こ
ろ
を
見
つ
け
前
進
す
る
。
今
後
、
社
会
に

出
て
行
く
上
で
重
要
な
こ
と
で
す
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

久
保
田
真
澄
…
取
手
市
の
未
来
を
担
う
中
学
生
が
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
渡

っ
て
課
題
を
抽
出
し
、
調
査
研
究
し
て
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
大

変
頼
も
し
く
、
取
手
市
の
未
来
は
明
る
い
で
す
。

鈴
木
三
男
…
各
党
の
提
言
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、
取
手
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
真
剣
に
提
言
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
非
常
に
活
発
な
質

疑
・
討
議
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

小
堤

修

…
今
日
の
こ
の
経
験
を
心
に
秘
め
、
こ
れ
か
ら
の
輝
か
し
い

こ
づ
つ
み

お
さ
む

人
生
を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
中
で
常
に
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
く
こ

と
で
、
行
動
す
べ
き
こ
と
が
み
つ
か
る
で
し
ょ
う
。

岩
澤

信
…
第
五
回
目
を
迎
え
た
「
議
会
を
知
り
・
未
来
を
語
る
」
に
参
加

し
ん

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
若
い
皆
さ
ん
の
柔
軟
な
発
想
と
闊
達
な
発
言
を
伺
い
、

取
手
の
魅
力
を
再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

落
合
信
太
郎
…
「
調
査
な
く
し
て
発
言
な
し
」
皆
さ
ん
の
綿
密
な
調
査
に
裏

付
け
ら
れ
た
提
言
に
感
嘆
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
力
を
活
か
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。

金
澤
克
仁
…
中
学
生
議
員
の
提
出
議
案
は
、
全
て
具
体
的
に
調
査
研
究
さ

れ
て
い
て
、
取
手
市
に
対
す
る
有
益
な
も
の
で
し
た
。
今
後
は
議
会
と
し
て

提
案
さ
れ
た
内
容
を
市
に
提
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

山
野
井

隆
…
レ
ベ
ル
の
高
い
提
案
で
感
心
し
ま
し
た
。
将
来
の
取
手
市
、

た
か
し

日
本
の
た
め
に
議
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

染
谷
和
博
…
今
年
の
中
学
生
議
員
の
皆
さ
ん
の
議
案
は
よ
く
勉
強
さ
れ
、

そ
め
や

素
晴
ら
し
く
感
動
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
１
議
案
は
可
決
に
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
内
容
は
取
手
市
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
隆
治
…
各
会
派
名
は
斬
新
で
、
提
言
を
聴
き
納
得
し
ま
し
た
！
会
派

り
ゅ
う
じ

間
討
議
も
見
応
え
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
今
後
も
住
み
良
い
取

手
市
を
創
る
た
め
に
、
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

入
江
洋
一
…
今
年
の
中
学
生
議
員
は
、
質
疑
・
討
議
を
聞
い
て
い
て
も
大

よ
う
い
ち

変
し
っ
か
り
と
的
を
射
た
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
議
員

も
初
心
に
返
っ
て
新
鮮
な
気
持
ち
で
今
後
取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
と
、

大
変
勉
強
に
な
っ
た
。

赤
羽
直
一
…
私
達
顔
負
け
の
立
派
な
中
学
生
議
員
で
し
た
。
活
発
な
質

あ
か
ば
な
お
い
ち

疑
・
討
議
は
私
た
ち
も
見
習
う
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
採
決

も
中
学
生
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
真
剣
に
考
え
た
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

遠
山
智
恵
子
…
前
後
ア
ン
ケ
ー
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笑顔で！健康に！

目標に向かって頑張ってください！

取手市議会・取手市議会事務局一同

事前アンケート集計

Ｑ１ 「取手市議会」や「取手

市議会議員」イメージは？

１．わからない……… ９９

２．興味がない……… ６２

３．遠い存在………… ５７

４．つまらなそう…… ５２

５．よい……………… ２２

６．興味がある……… ２１

身近な存在……… ２１

８．暗い……………… １４

９．おもしろそう…… １３

10．とてもよい……… ８

悪い……………… ８

12．明るい…………… ６

13．すがすがしい…… ５

その他…………… ５

気持ち悪い……… ５

16．とても悪い……… ２

事後アンケート集計

Ｑ１ 市議や市職員と接し、

皆さんはどう感じた？

１．おもしろかった…８６

２．よい………………８２

３．明るい……………５９

４．とてもよい………４７

５．身近な存在………４６

６．興味がわいた……３８

７．わからない………１８

８．興味がわかなかった１３

９．つまらなかった １２

10．すがすがしかった１１
11．遠い存在………… ８

12．気持ち悪かった… ７

13．暗い……………… ３

その他…………… ３

15．悪い……………… ２

16．とても悪い……… １

事後アンケート集計

Ｑ２ 今日の授業を終えた感想

は？

１．とても楽しかった…７５

２．楽しかった…………５１

３．ためになった………３４

４．普通…………………２１

５．わからない………… ２

つまらなかった… ２

７．とてもつまらなかった １

その他……………… １

事前アンケート集計

Ｑ２ 今回のコラボ企画授業が

始まる前の気持ちは？

１．普通………………………６９

２．ためになりそう…………３２

３．楽しみ……………………１７

わからない…………… １７

５．とても楽しみ……………１１

６．とてもつまらなそう…… ９

７．つまらなそう…………… ７

８．その他…………………… ３

９．ためにならなさそう…… ４


